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１．再生資源利用［促進］計画書（実施書）作成の対象工事 

（１）再生資源利用［促進］計画書（実施書）について 

資源の有効な利用の促進に関する法律（平成３年法律第 48 号、最終改正 令和４年法律第 46

号）（以下「資源有効利用促進法」という。）の規定に基づく「建設業に属する事業を行う者の再

生資源の利用に関する判断の基準となるべき事項を定めた省令」（平成３年建設省令第 19 号、最

終改正 令和４年国土交通省令第 65 号）において、建設工事事業者は、再生資源を建設資材とし

て用いる建設工事を施工することにより、再生資源の利用を行うものとされており、再生資源の

原則利用が定められています。一定規模以上の建設資材を搬入する建設工事を施工する場合（表

１）においては、あらかじめ再生資源利用計画を作成しなければなりません。 

また、「建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る再生資源の利用の促進に関する判断の

基準となるべき事項を定める省令」（平成３年建設省令第 20 号、最終改正 令和４年国土交通省

例第 65 号）において、建設工事事業者は指定副産物に係る再生資源の利用の促進を原則とし、一

定規模以上の指定副産物を搬出する建設工事を施工する場合（表１）において、あらかじめ再生

資源利用促進計画を作成しなければなりません。 

 
表１ 資源有効利用促進法に基づく一定規模以上の工事 

再生資源利用計画書（実施書） 再生資源利用促進計画書（実施書）   
 

  
 
 
 
  

 
次のいずれか１つでも満たす建設資材を 
搬入する建設工事 
 １．土砂・・・・・・・・・・・500㎥以上 
 ２．砕石・・・・・・・・・・・500ｔ以上 
  ３．加熱アスファルト混合物・・200ｔ以上 

 
次のいずれか１つでも満たす指定副産物を 
搬出する建設工事 
 １．土砂・・・・・・・・・・500㎥以上 
 ２．コンクリート塊、    
      アスファルト・      合計 
        コンクリート塊      200ｔ以上 
    建設発生木材           

なお、様式は法定されていませんが、通常、公共工事では発注機関が様式を指定しています。 
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（２）東京都の基準 

東京都では、建設副産物のリサイクルを計画的かつ効率的に実施していくため、都、都政策連

携団体及び区市町村発注の建設工事の計画、設計、施工までの各段階において、建設副産物の発

生抑制、現場内利用、工事間利用、再資源化施設の活用、再生建設資材の利用等に関するリサイ

クル計画書を作成し、再生資源利用［促進］計画書（実施書）を添付することとしています。 

なお、東京都においては、資源有効利用促進法よりも厳しい基準（表２）を設定しており、「東

京都建設リサイクルガイドライン」に定める一定規模以上の工事について、再生資源利用［促進］

計画書（実施書）の作成・提出を義務付けています。 

 
表２ 東京都建設リサイクルガイドラインに定める一定規模以上の工事 

再生資源利用計画書（実施書） 再生資源利用促進計画書（実施書）  
 
 
 
 
 
 

次のいずれかが該当する建設資材を搬入する建設工事 
 １．土砂           使用する 
 ２．砕石           全ての工事 
  ３．加熱アスファルト混合物  (下限値なし) 
 

次のいずれかが該当する指定副産物を搬出する建設工事 
１．建設発生土を搬出する工事 

 ２．コンクリート塊、    
      アスファルト・         発生する 
        コンクリート塊      全ての工事 

建設泥土、         (下限値なし) 
建設発生木材、 
建設混合廃棄物 
 

 ３．金属くず、 
廃プラスチック、      一品目当たり 
紙くず、          1ｔ以上する工事 
アスベスト、 
その他の廃棄物 

 
 

 

発注部局によって表２とは基準が異なる場合がある。その場合、発注者は基準を特記仕様書へ

記載等する。ただし、表１に該当する場合は再生資源利用［促進］計画書（実施書）を作成しな

ければならない。 
 

表３ 各段階での作成・提出 

段  階 要  件 添付書類 作成者 

施工段階の 

リサイクル計画書 

（施工計画書） 

土砂、砕石、又は加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物を搬

入する工事 
再生資源利用計画書 工事受注者 

建設発生土、ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊、

建設発生木材、建設汚泥、又は建設混合

廃棄物等を搬出する工事 

再生資源利用促進計画書 工事受注者 

再資源化等の完了又は

工事完了段階 

（建設リサイクル法 

第 18 条に基づく再資源

化等報告書に添付） 

土砂、砕石、加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物を搬入す

る工事 
再生資源利用実施書 工事受注者 

建設発生土、ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊、

建設発生木材、建設汚泥、又は建設混合

廃棄物等を搬出する工事 

再生資源利用促進実施書 工事受注者 
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２．再生資源利用［促進］計画書（実施書）の記入 

２－１．工事概要 

(1) 発注機関名（必須） 

発注機関の部署出先事務所まで記入してください。 

※ 「発注機関コード」欄へは別添のコード表【発注機関コード】を参照してください。 

※ 「（旧）○○」のコードは旧名称になりますので選択しないでください。 

 

(2) 発注担当者チェック欄 

発注機関担当者の確認結果を記入してください。 

※ 元請業者は記入の必要はありません。 

 

(3) 担当者（必須） 

発注機関の担当者の名前を記入してください。 

 

(4) TEL（必須） 

発注機関の電話番号を記入してください。 

 

(5) 法人番号（必須） 

法人の場合は、法人番号を記入してください。 

※個人の場合は、記入の必要はありません。 

 

(6) 請負会社名（必須） 

個人の場合は、氏名、法人の場合は商号を記入してください。また、「建設業許可または解体

工事業登録」欄は、建設業または解体工事業のいずれか該当する方の必要事項を記入してくだ

さい。 

※ 「請負会社コード」欄へは別添のコード表【請負会社コード】を参照してください。 

 

【建設業の場合】 

大臣または知事のいずれかに○をし、建設業許可番号を記入してください。 

【解体工事業の場合】 

当該解体業者の登録をした行政庁、解体工事業の登録番号を記入してください。 

 

(7) 会社所在地（必須） 

個人の場合は、本人の住所、法人の場合は営業所（本店、支店等）の所在地を記入してくだ

さい。 

 

(8) TEL（必須） 

個人の場合は本人の所有する電話の番号、法人の場合は営業所（本店、支店等）に置かれて

いる電話の番号を記入してください。 

 

(9) Email 

個人の場合は本人の所有するメールアドレス、法人の場合は営業所（本店、支店等）で受信

可能なメールアドレスを記入してください。 
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(10) 記入年月日（必須） 

再生資源利用［促進］計画書（実施書）を提出した年月日（和暦）を記入してください。 

 

(11) 工事責任者（必須） 

主任技術者（監理技術者）または技術管理者を記入してください。 

 

(12) 調査票記入者（必須） 

再生資源利用［促進］計画書（実施書）の記入者を記入してください。 

 

(13) 工事名（必須） 

工事の名称を記入してください。 

※ 「工事種類コード」欄へは別添のコード表【工事種類コード】を参照してください。 

※ 「工事種類コード」が土木工事、もしくは修繕・模様替え工事にもかかわらず、「建築面

積」、「延床面積」、「階数_地上」、「階数_地下」、「構造」、「使途」に記入がされていると、

後日、確認の連絡があることがあります。 

※ 「工事種類コード」には公共工事用と、民間工事用がありますので、公共工事にもかかわ

らず民間工事用の「工事種類コード」を選択している場合、又は、民間工事にもかかわら

ず公共工事用の「工事種類コード」を選択していると、後日、確認の連絡があることがあ

ります。 

 

(14) 工事施工場所（必須） 

工事の主たる施工場所を記入してください。 

※ 「住所コード」欄へは別添のコード表【住所コード】を参照してください。 

※ 「（旧）○○」のコードは旧地名になりますので選択しないでください。 

※ 通常、公共工事は発注機関の管轄する区域内での工事であるため、公共工事発注機関の管

轄区域以外の場所で工事を行っている場合には、後日、確認の連絡があることがあります。 

 

(15) 工事概要等 

記入者が最も訴えたい知見および結果を簡潔、正確に主観を交えずに記入してください。 

 

(16) 施行条件の内容(再生資源の利用に関する特記事項等) 

再生資源の利用に関する特記事項等を記入してください。 

 

(17) 請負金額（必須） 

請負金額（税込み）を万単位で記入してください。また、「左記金額のうち特定建設資材廃棄

物の再資源化等に要した費用」欄へは再資源化等に要した費用を、「再資源化等が完了した年月

日」欄へは等が完了した年月日（和暦）を必要に応じて記入してください。 

※ 「特定建設資材廃棄物」は「コンクリート塊」、「建設発生木材」、「アスファルト・コンク

リート塊」になります。 

※ 1 万円未満は四捨五入で記入してください。 

※ 10 億円を超える請負金額は、後日、確認の連絡があることがあります。 

 

(18) 工期（必須） 

着工年月日（和暦）および竣工年月日（和暦）を記入してください。 
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(19) 建築面積（必須）※ 建築・解体工事のみ 

工事対象の建築面積を記入してください。 

 

(20) 延床面積（必須）※ 建築・解体工事のみ 

工事対象の延床面積を記入してください。 

※ 階数が 2層以上で建築面積が延床面積より大きい場合、後日、確認の連絡があります。 

 

(21) 構造（必須）※ 建築・解体工事のみ 

工事対象の構造の該当のものに○をつけてください。 

 

(22) 使途（必須）※ 建築・解体工事のみ 

工事対象の使途の該当のものに○をつけてください。 

 

(23) 階数（必須）※ 建築・解体工事のみ 

地上階数および地下階数を記入してください。 

 

２－２．建設資材利用 

(1) 小分類コード 

建設資材の小分類を「再生資源利用［促進］計画書（実施書）」の下記コード表（※5）を参

考に記入してください。 

※ 「再生資材利用量」が 0を越える（再生資材利用量>0）時は必須項目になります。 

※ 建設資材が 2箇所を超える場合は用紙を変えて記入してください 

 

(2) 規格 

再生資材の規格を記入してください。 

 

(3) 主な利用用途コード 

主な利用用途を「再生資源利用［促進］計画書（実施書）」の下記コード表（※6）を参考に

記入してください。 

 

(4) 利用量 

建設資材（新材を含む）の全体の利用量を記入してください。 

※ 小数点第三位まで記入してください。 

※ 「再生資材利用量」が 0を越える（再生資材利用量>0）時は必須項目になります。 

※ 「利用量、再生資材利用量」＞100,000（t 又は㎥又は kg）の場合、後日確認の連絡があ

ることがあります。 

※ 「工事概要」の「工事種別」が解体工事で「利用量」が記入されている場合、後日、確認

の連絡があることがあります。 

※ 「利用量」と「再生資材利用量」の関係（資材が再生材に限定される場合は「利用量」と

「再生資材利用量」が同値、新材に限定される場合は「再生資材利用量」が記入されてい

ない）が矛盾している場合、後日、確認の連絡があることがあります。 

※ 建設資材のコンクリートの「生コン（バージン骨材）」、「無筋コンクリート二次製品（バ

ージン骨材）」、コンクリート及び鉄の「有筋コンクリート二次製品（バージン骨材）」、土

砂の「山砂、山土などの新材」、砕石の「ぐり石、割ぐり石、自然石」は新材になるので、

利用量以外の項目を入力する必要はありません。 
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(5) 再生資材の供給元施設、工事等の名称 ※ 再生資材を利用した場合のみ 

再生資材の供給元施設、工事等の名称を記入してください。 

 

(6) 再生資材の名称コード ※ 再生資材を利用した場合のみ 

再生資材の名称コードを「再生資源利用［促進］計画書（実施書）」の下記コード表（※7）

を参考に記入してください。 

 

(7) 再生資材利用量 ※ 再生資材を利用した場合のみ 

利用量のうち、再生資材の利用量を記入してください。 

※ 小数点第三位まで記入してください。 

※ アスファルト混合物等で、利用した再生材（製品）の中に、新材が混入している場合であ

っても、新材混入分を含んだ再生資材（製品）の利用量を記入してください。 

※ 「利用量、再生資材利用量」＞100,000（t 又は㎥又は kg）の場合、後日確認の連絡があ

ることがあります。 

 

(8) 供給元種類コード ※ 再生資材を利用した場合のみ 

供給元種類コードを「再生資源利用［促進］計画書（実施書）」の下記コード表（※8）を参

考に記入してください。 

※ 「再生資材利用量」が 0を越える（再生資材利用量>0）時は必須項目になります。 

※ 供給元種類コードの選択可否は、以下の表を参考にしてください。 

 

○：選択可 ×：選択不可  
 
 

 

 

 

 
 

○：選択可 ×：選択不可  
 

 

 

 

 
 
 

○：選択可 ×：選択不可  
 

 

 

 
 
 
 

○：選択可 ×：選択不可  

供給元種類 

コンクリート コンクリート及び鉄 木材 

生コン 
(バージ
ン骨材) 

再生生 
コン 

(Co再生
骨材H) 

再生生 
コン 

(Co再生
骨材M) 

再生生 
コン 

(Co再生
骨材L) 

再生生 
コン 

(その他
再生材) 

無筋コ
ンクリ
ート二
次製品 
（バー
ジン骨
材） 

無筋コ
ンクリ
ート二
次製品 
（リユ
ース品） 

再生無
筋コン
クリー
ト二次
製品 
（Co再
生骨材） 

再生無
筋コン
クリー
ト二次
製品 
（その
他再生
材） 

その他 有筋 
コンク
リート 
二次製
品 

（バー
ジン骨
材） 

有筋 
コンク
リート 
二次製
品（リユ
ース品） 

再生有
筋コン
クリー
ト二次
製品（Co
再生骨
材） 

再生有
筋コン
クリー
ト二次
製品 
（その
他再生
骨材） 

その他 木材 
(ボード
類を除
く) 

木質 
ボード 

1.現場内利用 － × × × × － ○ × × ○ － ○ × × ○ ○ ○ 
2.他の工事現場（内陸） － × × × × － ○ × × ○ － ○ × × ○ ○ ○ 

3.他の工事現場（海面） － × × × × － ○ × × ○ － ○ × × ○ ○ ○ 

4.再資源化施設 － × × × × － ○ × × ○ － ○ × × ○ ○ ○ 

5.土砂ストックヤード － × × × × － × × × × － × × × × × × 

6.その他 － ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

供給元種類 

アスファルト・コンクリート 

粗粒度
アスフ
ァルト
コンク
リート 

密粒度 
アスフ
ァルト
コンク
リート 

細粒度 
アスフ
ァルト
コンク
リート 

開粒度 
アスフ
ァルト
コンク
リート 

改質 
アスフ
ァルト
コンク
リート 

アスフ
ァルト
モルタ

ル 

加熱ア
スファ
ルト安
定処理
路盤材 

その他 

1.現場内利用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2.他の工事現場（内陸） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

3.他の工事現場（海面） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

4.再資源化施設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

5.土砂ストックヤード × × × × × × × × 

6.その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

供給元種類 

土砂 

第一種 
建設発
生土 

第二種 
建設発
生土 

第三種 
建設発
生土 

第四種 
建設発
生土 

浚渫土 
以外の 
泥土 

浚渫土 土質改
良土 

建設汚
泥処理

土 

再生コ
ンクリ
ート砂 

山砂、山
土など
の新材 
(採取土 
、購入
土) 

1.現場内利用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × － 

2.他の工事現場（内陸） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × － 

3.他の工事現場（海面） × × × × × ○ × × × － 

4.再資源化施設 × × × × × × ○ ○ ○ － 

5.土砂ストックヤード ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × － 

6.その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × － 

供給元種類 

砕石 塩化ビニル管・継手 

クラッ
シャー
ラン 

粒度調
整砕石 

鉱さい 単粒度 
砕石 

ぐり石、
割ぐり

石 
、自然石 

その他 硬質塩
化ビニ
ル管 

その他 

1.現場内利用 ○ ○ × ○ － ○ ○ ○ 

2.他の工事現場（内陸） ○ ○ × ○ － ○ ○ ○ 

3.他の工事現場（海面） ○ ○ × ○ － ○ ○ ○ 

4.再資源化施設 ○ ○ × ○ － ○ ○ ○ 

5.土砂ストックヤード × × × × － × × × 

6.その他 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 
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○：選択可 ×：選択不可  

 

(9) 施工条件内容コード ※ 再生資材を利用した場合のみ 

施工条件内容コードを「再生資源利用［促進］計画書（実施書）」の下記コード表（※9）を

参考に記入してください。 

 

(10) 再生資材の供給元場所住所 ※ 再生資材を利用した場合のみ 

再生資材の供給元住所を記入してください。 

※ 「住所コード」欄へは別添のコード表【住所コード】を参照してください。 

※ 「（旧）○○」のコードは旧地名になりますので選択しないでください。 

※ 「再生資材利用量」が 0を越える（再生資材利用量>0）時は必須項目になります。 

※ コード表と再生資材の供給元住所が一致しているか確認してください。 

※ 供給元種類コードが「1.現場内利用」の時、「工事施工場所」と「供給元場所住所」が異

なる場合、後日、確認の連絡があることがあります。 

(11) 再生資源利用率 ※ 再生資材を利用した場合のみ 

再生資材の利用率（再生資材利用量÷利用量×100）を記入してください。 

※ 小数点第一位まで記入してください。 

 

２－３．建設副産物搬出 

(1) 発生量 

建設副産物搬出の全体の発生量（「現場内利用量」＋「減量化量」＋「現場外搬出量」の合計）

を記入してください。 

※ 小数点第三位まで記入してください。 

 

(2) 用途コード ※ 現場内利用がある場合のみ 

用途コードを「再生資源利用［促進］計画書（実施書）」の下記コード表（※10）を参考に記

入してください。 

 

(3) 利用量 ※ 現場内利用がある場合のみ 

現場内利用の利用量を記入してください。 

※ 小数点第三位まで記入してください。 

 

※ 「利用量」＞100,000（t 又は地山㎥又は kg）の場合、後日確認の連絡をさせていただく

ことがあります。 

 

(4) うち現場内改良分 ※ 現場内利用がある場合のみ 

現場内利用の利用量のうち、現場内での改良分を記入してください。 

※  小数点第三位まで記入してください。 

※「うち現場内改良分」＞100,000（t 又は地山㎥又は kg）の場合、後日確認の連絡をさせて

いただくことがあります。 

 

供給元種類 

石膏ボード その他の
建設資材 

石膏ボ
ード 

シージ
ング石
膏ボー

ド 

強化石
膏ボー

ド 

化粧石
膏ボー

ド 

石膏ラ
スボー

ド 

その他 

1.現場内利用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

2.他の工事現場（内陸） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

3.他の工事現場（海面） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

4.再資源化施設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

5.土砂ストックヤード × × × × × × × 

6.その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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(5) 減量法コード ※ 減量化した場合のみ 

減量法コードを「再生資源利用［促進］計画書（実施書）」の下記コード表（※11）を参考に

記入してください。 

 

(6) 減量化量 ※ 減量化した場合のみ 

減量化量を記入してください。 

※ 小数点第三位まで記入してください。 

※ 「減量化量」＞100,000（t 又は地山㎥又は kg）の場合、後日確認の連絡をさせていただ

くことがあります。 

 

(7) 搬出先名称 ※ 現場外に搬出した場合のみ 

搬出先の名称を記入してください。 

※ 搬出先が 3箇所を超える場合は用紙を変えて記入してください。 

 

(8) 区分 ※ 現場外に搬出した場合のみ 

搬出先が公共か民間かどちらかに○をつけてください。 

 

(9) 施工条件の内容コード ※ 現場外に搬出した場合のみ 

施工条件の内容コードを「再生資源利用［促進］計画書（実施書）」の下記コード表（※12）

を参考に記入してください。 

 

(10) 搬出先場所住所 ※ 現場外に搬出した場合のみ 

搬出先の住所を記入してください。 

※ 「住所コード」欄へは別添のコード表【住所コード】を参照してください。 

※ 「（旧）○○」のコードは旧地名になりますので選択しないでください。 

※ コード表と搬出先場所住所が一致しているか確認してください。 

※ 「現場外搬出量」が 0を越える（現場外搬出量>0）時は必須項目になります。 

 

(11) 運搬距離 ※ 現場外に搬出した場合のみ 

運搬距離を記入してください。 

※ 小数点以下四捨五入で記入してください。 

※ 1ｋｍに満たないときは 1ｋｍとして記入してください。 

※ 「現場外搬出量」が 0を越える（現場外搬出量>0）時は必須項目になります。 

※ 搬出先が同じ都道府県であるのにもかかわらず、運搬距離≧100（km）の場合、後日確認

の連絡をさせていただくことがあります。 

※ 「工事施工場所」と「搬出先場所住所」が異なる（隣の都道府県内であるにもかかわらず、

「運搬距離」が１km未満又は 200km 以上または、隣の都道府県より遠い関係であるにもか

かわらず、「運搬距離」が 40km 未満又は 500km 以上）場合、後日確認の連絡をさせていた

だくことがあります。 

 

(12) 搬出先の種類コード ※ 現場外に搬出した場合のみ 

搬出先の種類コードを「再生資源利用［促進］計画書（実施書）」の下記コード表（※13）を

参考に記入してください。 

※ 「現場外搬出量」が 0を越える（現場外搬出量>0）時は必須項目になります。 

※ 搬出先種類コードの選択可否は、以下の表を参考にしてください。 
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(1) 搬出先の種類 

コンクリ
ート塊 

アスファ
ルト・コ
ンクリー
ト塊 

建設発生
木材 

A 

建設発生
木材 

B 

建設汚泥 金属くず 紙くず 廃プラス
チック 

廃塩化 
ビニル管 
・継手 

廃石膏 
ボード 

その他の
分別され
た廃棄物 

混合状態
の廃棄物 

アスベス
ト 

その他 
がれき類 

1.売却 × × ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × × × 
2.他の工事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ × × × 
3.広域認定制度による処理 × × ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × × 
4.中間処理施設(アスファルト合材プラント) × ○ × × × × × × × × × × × × 
5.中間処理施設(合材プラント以外の再資源化施設) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
6.中間処理施設(サーマルリサイクル) × × ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ × × 
7.中間処理施設(単純焼却) × × ○ ○ × × × × × × ○ ○ × × 
8.廃棄物最終処分場(海面処分場) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
9.廃棄物最終処分場(内陸処分場) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○：選択可 ×：選択不可 

(13) 現場外搬出量 ※ 現場外に搬出した場合のみ 

搬出量を記入してください。 

※ 小数点第三位まで記入してください。 

※ 「現場外搬出量」＞100,000（t 又は地山㎥又は kg）の場合、後日確認の連絡をさせてい

ただくことがあります。 

 

(14) うち現場内改良分 ※ 現場外に搬出した場合のみ 

現場外搬出量のうち現場内で改良した量を記入してください。 

※ 小数点第三位まで記入してください。 

※ 「うち現場内量改良分」＞100,000（t 又は地山㎥又は kg）の場合、後日確認の連絡をさ

せていただくことがあります。 

 

(15) 再生資源利用促進量 ※ 現場外に搬出した場合のみ 

再生資材利用促進量を記入してください。 

※ 小数点第三位まで記入してください。 

※ 建設廃棄物の場合は、「搬出先の種類コード」で 1～6 を選択した場合は「100」を、それ

以外は「0」としてください。 

※ 建設発生土の場合は、「搬出先の種類コード」で 1～6 を選択した場合は「100」を、それ

以外は「0」としてください。 

 

(16) 再生資源利用促進率 ※ 現場外に搬出した場合のみ 

再生資源利用促進率（(「利用量」+「減量化量」+「再生資源利用促進量」)÷「発生量」）を

記入してください。 
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３．再生資源利用［促進］計画書（実施書）の記入（特に入力が難しい品目） 

３－１．建設泥土（建設汚泥） 

(1) 用途コード（現場内利用） 

・ 回収泥水に添加剤を加えシールド工等の裏込材として自ら利用した場合は「2．裏込材」を選択

してください。 

・ 回収泥水をスラリー化安定処理し、流動化処理土としてシールド工インバート等に自ら利用し

た場合は「3．埋戻し材」を選択してください。 

 

(2) 利用量（現場内利用） 

・ 回収泥水に添加剤を加えシールド工等の裏込材として自ら利用した量を記入してください。 

・ 回収泥水をスラリー化安定処理し、流動化処理土としてシールド工インバート等に自ら利用し

た量を記入してください。 

 

(3) うち現場内改良分（現場内利用） 

利用量と同じ量を記入してください。 

 

(4) 減量法コード（減量化） 

以下の場合は便宜的に全て「4．その他」を選択してください。 

・ 分別量 （水切り、仮置き等により泥状を呈さず建設発生土となったもの）  

・ 分級量 （分級土搬出量） 

・ 処理工程による脱水量 （脱水した水の量） 

・ 処理工程により泥状を呈しなくなった量 

 

(5) 減量化量（減量化） 

以下の合計を記入してください。 

・ 分別量 （水切り、仮置き等により泥状を呈さず建設発生土となったもの）  

・ 分級量 （分級土搬出量） 

・ 処理工程による脱水量 （脱水した水の量） 

・ 処理工程により泥状を呈しなくなった量 

 

(6) 搬出先の種類コード（現場外搬出） 

・ 海面処分場の覆土材利用（個別指定による工事間利用）は全て「2．他の工事現場」を選択して

ください。 

・ 再生資源化施設（中間処理施設）に搬出した場合は全て「5．中間処理施設（合材プラント以外 

の再資源化施設）」を選択してください。 

・ いかなる場合も、 「2．他の工事現場」、「5．中間処理施設（合材プラント以外の再資源化施設）」

のみの選択としてください。 

※ 『２、５』以外を入力した場合は、入力間違いではないか後日確認の連絡をさせていただくこ

とがあります。 

・ 一体の施工システム内での処理工程により建設発生土となった場合は、建設発生土として記入

してください。 

 

(7) 現場外搬出量（現場外搬出） 

実際に現場外へ搬出した量のみを記入してください。 

※ 泥水か泥土状の建設泥土として現場外へ搬出するものだけを記入してください。 
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※ 減量化量（分別量、分級量、処理工程による脱水量、処理工程により泥状を呈しなくなった建

設発生土の量）は絶対に加算しないでください。 

 

(8) うち現場内改良分（現場外搬出） 

「０」を記入してください。 

 

３－２．建設発生木材（建設発生木材 A、建設発生木材Ｂ） 

搬出先の種類コード（現場外搬出） 

熱回収（サーマルリサイクル）施設の場合は「6．中間処理施設（サーマルリサイクル）」を、チ

ップ化施設、選別施設の場合は「5．中間処理施設（合材プラント以外の再資源化施設）」を選択し

てください。 

※ 『７～９』を入力した場合は、リサイクル率に計上されませんので、入力間違いではないか後

日確認の連絡をさせていただくことがあります。 

 

３－３．建設発生土（第１～４種建設発生土） 

搬出先の種類コード（現場外搬出）の例 

・ 工事間利用の場合は、「２．他の工事現場（内陸）」を選択してください。 

・ 東京都建設発生土再利用センターは、「４．土質改良プラント」を選択してください。 

・ 民間の土質改良プラントは、「４．土質改良プラント（国登録ストックヤード）又は５．土質改

良プラント（国登録ストックヤード以外）」を選択してください。 

・ 東京港埠頭（株）の中防内側受入基地は「６.ストックヤード（工事予定地含む）（再利用の目

的がある場合）（国登録ストックヤード）」を選択してください。 

・ 東京港埠頭（株）の新海面処分場は「３. 他の工事現場（海面）」を選択してください。 

・ 上記例にない搬出先を利用する場合は、当該の搬出先に対応する種類コードを選択してくださ

い。 

※ 宅地造成、土地改良等の土砂利用計画が明確である場合は、「２．他の工事現場（内陸）」を選

択してください。 

※ 搬出先コード『８、９、１２、１３』を入力した場合はリサイクル率に計上されませんので、

『８，９，１２，１３』を選択している場合は、後日確認の連絡させていただくことがありま

す。特に『１３．土捨場・残土処分場』を選択する間違いが多くなっていますので、ご注意く

ださい。 

 

1．売却 8．ストックヤード（工事予定地含む） 

再利用の目的がない場合（国登録ストックヤード） 2．他の工事現場（内陸） 

3．他の工事現場（海面） 

ただし、廃棄物最終処分場を除く 

9．ストックヤード（工事予定地含む） 

再利用の目的がない場合（国登録ストックヤード以外） 

4．土質改良プラント 

（国登録ストックヤード） 

10.採石場、砂利採取跡地等復旧事業 

5．土質改良プラント 

（国登録ストックヤード以外） 

11.廃棄物最終処分場（覆土としての受入） 

6．ストックヤード（工事予定地含む） 

再利用の目的がある場合（国登録ストックヤード） 

12.廃棄物最終処分場（覆土以外の受入） 

7．ストックヤード（工事予定地含む） 

再利用の目的がある場合（国登録ストックヤード以外） 

13.土捨場・残土処分場 
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４．記入例
様式１・イ 再生資源利用計画書　－建設資材搬入工事用－ －「建設リサイクルガイドライン」、「建設リサイクル法第11条通知別表」対応版－

請負会社コード＊2
大臣

発注機関コード＊1 知事

千 百 十 千 百 十

工事種別コード*3 億 億 億 億 万 万 万 万 1万円未満四捨五入
千 百 十 百 十

万円 （税込み） 億 万 万 万 万 1万円未満四捨五入 万 万 万 千 百 十 一

住所コード*4 万円 （税込み）

1.鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 2.鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 3.鉄骨造
（数字に○をつける） 4.ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 5.木造 6.その他

建築・解体工事のみ 1.居住専用 2.居住産業併用 3.事務所
右欄に記入して下さい （数字に○をつける） 4.店舗 5.工場、作業所 6.倉庫

7.学校 8.病院診療所 9.その他

2.建設資材利用計画
左記のうち、再生資材の利用状況 （再生資材を利用した場合に記入して下さい）

再生資材利用量（Ｂ）
小数点第三位まで 小数点第三位まで

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ○○施設（株） 1 3 1 0 7 ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン 0 ト　ン △△（株） 1 3 1 0 1 0 ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン 0 ト　ン 0 ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ○○リサイクルセンター（株） 1 3 1 2 1 ％

ト　ン ト　ン 現場内利用 1 3 1 0 3 ％

ト　ン ト　ン ％

締めｍ3 締めｍ3 現場内利用 1 3 1 0 3 ％

締めｍ3 締めｍ3 現場内利用 1 3 1 0 3 ％

締めｍ3 締めｍ3 ％

ｍ3 ｍ3 ％

ｍ
3

ｍ
3 ％

ｍ3 ｍ3 ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン 5 ト　ン （有）○○産業廃棄物処理センター 1 3 1 0 8 ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン 5 ト　ン ％

コード*5 コード*6 コード*7 コード*8 コード*9
コンクリートについて アスファルト・コンクリートについて コンクリートについて 再生資材の供給元について 施工条件について

1.生コン（バージン骨材） 2.再生生コン（Co再生骨材H） 1.表層 2.基層 1.再生生コン（Co再生骨材H） 2.再生生コン（Co再生骨材M） 1.現場内利用 1.再生材の利用の指示あり
3.再生生コン（Co再生骨材M） 4.再生生コン（Co再生骨材L） 3.上層路盤 4.歩道 3.再生生コン（Co再生骨材L） 4.再生生コン（その他再生材） 2.他の工事現場（内陸） 2.再生材の利用の指示なし
5.再生生コン（その他再生材） 6.無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（ﾊﾞｰｼﾞﾝ骨材） 5.その他（駐車場舗装、敷地内舗装等） 5.無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（ﾘﾕｰｽ品） 6.再生無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（Co再生骨材） 3.他の工事現場（海面）
7.無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（ﾘﾕｰｽ品） 8.再生無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（Co再生骨材） 土砂について 7.再生無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（その他再生材） 8.その他 4.再資源化施設
9.再生無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（その他再生材） 10.その他 1.道路路体 2.路床 3.河川築堤 コンクリート及び鉄から成る建設資材について 5.土砂ストックヤード

コンクリート及び鉄から成る建設資材について 4.構造物等の裏込材、埋戻し用 1.有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（ﾘﾕｰｽ品） 2.再生有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（Co再生骨材） 6.その他
1.有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（ﾊﾞｰｼﾞﾝ骨材） 2.有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（ﾘﾕｰｽ品） 5.宅地造成用 6.水面埋立用 3.再生有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（その他再生材） 4.その他
3.再生有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（Co再生骨材） 4.再生有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品(その他再生材) 5.その他 7.ほ場整備（農地整備） 木材について

木材について 8.その他 1.再生木材（ボード類を除く） 2.再生木質ボード
1.木材（ボード類を除く） 2.木質ボード 砕石について アスファルト・コンクリートについて

アスファルト・コンクリートについて 1.舗装の下層路盤材 1.再生粗粒度アスコン 2.再生密粒度アスコン 3.再生細粒度アスコン
1.粗粒度アスコン 2.密粒度アスコン 3.細粒度アスコン 2.舗装の上層路盤材 4.再生開粒度アスコン 5.再生改質アスコン 6.再生アスファルトモルタル
4.開粒度アスコン 5.改質アスコン 6.アスファルトモルタル 3.構造物の裏込材、基礎材 7.再生加熱アスファルト安定処理路盤材 8.その他
7.加熱アスファルト安定処理路盤材 8.その他 4.その他 土砂について

土砂について 塩化ビニル管・継手について 1.第一種建設発生土 2.第二種建設発生土 3.第三種建設発生土
1.第一種建設発生土 2.第二種建設発生土 3.第三種建設発生土 4.第四種建設発生土 1.水道（配水）用 2.下水道用 3.ｹｰﾌﾞﾙ用 4.第四種建設発生土 5.浚渫土以外の泥土 6.浚渫土
5.浚渫土以外の泥土 6.浚渫土 7.土質改良土 8.建設汚泥処理土 4.農業用 5.設備用 6.その他 7.土質改良土 8.建設汚泥処理土 9.再生コンクリート砂
9.再生コンクリート砂 10.山砂、山土などの新材（採取土、購入土） 石膏ボードについて 砕石について

砕石について 1.壁 2.天井 3.その他 1.再生クラッシャーラン 2.再生粒度調整砕石 3.鉱さい 4.その他
1.クラッシャーラン 2.粒度調整砕石 3.鉱さい 4.単粒度砕石 その他の建設資材について 塩化ビニル管・継手について
5.ぐり石、割ぐり石、自然石 6.その他 （利用用途を具体的に記入して下さい） 1.再生硬質塩化ビニル管 2.その他

塩化ビニル管・継手について その他の建設資材について
1.硬質塩化ビニル管 2.その他 （利用量の多い上位２品目の再生資材名称を具体的に記入して下さい）

石膏ボードについて
1.石膏ボード 2.シージング石膏ボード 3.強化石膏ボード
4.化粧石膏ボード 5.石膏ラスボード 6.その他

その他の建設資材について
（利用量の多い上位２品目を具体的に記入して下さい）

8

100

10

55

81.9

1

1

4 2 東京都千代田区○○町○○丁目○○番地1

100

100

45

10

55

4 2 東京都江東区○○町○○丁目○○番地 100

1 1

東京都港区○○町○○丁目○○番地

東京都港区○○町○○丁目○○番地

2

15

10

25

50

50

50

2 2 45 1 1 1002

20

50

5 1

2 11 18

B 2

令和 年 月

東京都港区○○町○○丁目○○番地○○号

○○

○○○○

○○○○

　　第○○号○○丁目道路工事

1

5

15

68 6 1 東京都墨田区○○町○○丁目○○番地4 68 100

2 5

3

　　東京都　都市整備局

0 0

3 0

2

0 9 3

83

東京 港 ○○町○○丁目○○番地
村

*4

特

定

建

設

資

材

コンクリート

合　　　計
コンクリート及

び鉄から成る

建設資材

合　　　計

木　材

合　　　計

アスファルト

・ｺﾝｸﾘｰﾄ

合　　　計

68

3 2

1 1

東京都足立区○○町○○丁目○○番地

東京都港区○○町○○丁目○○番地

3

2

1 30

3

3

そ

の

他

の

建

設

資

材

土　砂

合　　　計

砕　石

合　　　計

塩化ビ ニル管

・継手

合　　　計

石膏ボード

合　　　計

その他の

建設資材

合　　　計

ガラスくず

8 4

※解体工事については、建築面積をご記入いただかなくても結構です。

建　設　資　材　（新材を含む全体の利用状況） 再生資源

分　類 小 分 類 規　格 主な利用用途 利　用　量（A) 再生資材の名称 再生資材の供給元施設、工事等の名称
供給元 施工条件

再生資材の供給元場所住所 利用率種類 内容 住所コード
B/A×100コード＊5 コード*6 コード*7 コード*8 コード*9

日まで 再資源化等が完了した年月日 延 床 面 積 ㎡

工 事 概 要 等 　　舗装工事600Ｍ､延長200Ｍ

施工条件の内容
令和 年 月 日

構　造
（再生資源の利用

に関する特記事項

等）

使　途
　　舗装工事は､再生密粒度アスコンを使用すること

1 3 1 0

工　事　名 請負金額
左記金額のうち特定建設資材廃棄物の再資源化等に要した費用

-

階　数月
地上 階

工事施工場所
都 道 市 区

工　期
令和 年 日から 建 築 面 積 ㎡

地下 階
府 県 町

月 日

発 注 機 関 名
担当者

建設業許可　または

解体工事業登録
号

工事責任者
TEL 会 社 所 在 地

TEL

Email

○○-○○○○-○○○○

xxxx@xxx.xx.jp 調査票記入者

○○○○

○○-○○○○-○○○○

　　（株）○○建設

東京都 一般　12345 8 1 0 0
○ ○

1

表面
1.工事概要 発注担当者チェック欄 請 負 会 社 名

記入年月日 R. 年

法人番号

0

名称とコードの一致
※別紙コード表参照

記入例

発注者の管轄と工事施工場所との整合

工事種別コードの確認
計画書では記入不要 建築・解体工事のみ記入

単位に注意

具体的名称を記入

市区町村名と､住所コードの一致
※別紙コード表参照

個人の場合は入力不要

整数あるいは小数点第三位まで入力
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  様式２・ロ 再生資源利用促進計画書　－建設副産物搬出工事用－
建築工事において、解体と新築工事を一体的に施工する場合は、解体分と

1.工事概要 表面（様式１）に必ずご記入下さい 新築分の数量を区分し、それぞれ別に様式を作成して下さい。

2.建設副産物搬出計画

2ヶ所まで記入できます。3ヶ所以上に ②+③+⑤
わたる時は、用紙を換えて下さい。

1 3 1 0 8 8 km トン トン

トン トン トン km トン トン トン ％

1 3 2 1 3 3 6 km トン

トン トン トン km トン トン ％

1 3 1 2 2 2 2 km トン トン

トン トン トン km トン トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

1 3 2 1 3 3 6 km トン

トン トン トン km トン トン ％

1 3 1 2 1 3 0 km トン トン

トン トン トン トン 1 3 2 1 0 3 3 km トン トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

1 3 1 2 3 2 2 km 地山ｍ3 地山ｍ3

地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 1 3 1 1 1 1 4 km 地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 ％

1 3 1 2 3 2 2 km 地山ｍ3 地山ｍ3

地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 1 3 2 0 1 4 9 km 地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 ％

1 3 1 2 3 2 2 km 地山ｍ3 地山ｍ3

地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 1 3 2 0 1 4 9 km 地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 ％

km 地山ｍ
3

地山ｍ
3

地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 km 地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 ％

km 地山ｍ3 地山ｍ3

地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 km 地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 ％

km 地山ｍ3 地山ｍ3

地山ｍ
3

地山ｍ
3

地山ｍ
3 km 地山ｍ

3
地山ｍ

3
地山ｍ

3 ％

地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 ％

コード*10 コード*11 コード*12 コード*13
1.路盤材 2.裏込材 1.焼却 2.脱水 施工条件について 【建設廃棄物の場合】 【建設発生土の場合】
3.埋戻し材 3.天日乾燥 1.Ａ指定処分 1.売却 8.廃棄物最終処分場（海面処分場） 1.売却 8.ストックヤード（工事予定地含む）
4.その他 4.その他 （発注時に指定されたもの） 2.他の工事現場 9.廃棄物最終処分場（内陸処分場） 2.他の工事現場（内陸） 再利用の目的がない（国登録ストックヤード）

2.Ｂ指定処分（もしくは準指定処分） 3.広域認定制度による処理 3.他の工事現場（海面） 9.ストックヤード（工事予定地含む）
注記） （発注時には指定されていないが、 4.中間処理施設（アスファルト合材プラント） ただし、廃棄物最終処分場を除く 再利用の目的がない（国登録ストックヤード以外）

・ 一般廃棄物は記入しないで下さい。 発注後に設計変更し指定処分とされたもの） 5.中間処理施設（合材プラント以外の再資源化施設） 4.土質改良プラント（国登録ストックヤード） 10.採石場・砂利採取跡地等復旧事業
・ 土壌汚染対策法に基づき処理する土壌は記入しないで下さい。 3.自由処分 6.中間処理施設（サーマルリサイクル） 5.土質改良プラント（国登録ストックヤード以外）11.廃棄物最終処分場（覆土としての受入）

7.中間処理施設（単純焼却） 6.ストックヤード（工事予定地含む） 12.廃棄物最終処分場（覆土以外の受入）
再利用の目的がある（国登録ストックヤード）13.土捨場・残土処分場

7.ストックヤード（工事予定地含む）
再利用の目的がある（国登録ストックヤード以外）

※ 8,9,12,13へ搬出した場合は、有効利用とみなされません。

100

42

40

695 45 30 650 420 66.9

0

0

0

0

0

0

300

100

20
2 東京都八王子市○○町○○丁目○○番地

2 170

5 130

2 100

10 200

2 20

10 30

1 東京都江戸川区○○町○○丁目○○番地

1 東京都大田区○○町○○丁目○○番地

1 東京都江戸川区○○町○○丁目○○番地

2 東京都八王子市○○町○○丁目○○番地

1 東京都江戸川区○○町○○丁目○○番地

1

1

1

○○（株）　チップ化施設 東京都東村山市○○町○○丁目○○番地

東京都足立区○○町○○丁目○○番地

東京都小金井市○○町○○丁目○○番地 5

10

150

東京都江東区○○町○○丁目○○番地
100

25

0

0

10

175

100

100

45

3.2

300

100

100

5

2

4

45

3.2

300

0

0

0
0 0

0

0

0

（株）○○リサイクル

△△（株）　チップ化施設

○○道路（株）　○○工場

1

1

1

③減量化量
区分

どちらかに○を

付けて下さい

施工条件の

内容

ｺｰﾄﾞ＊12

うち現場内
改良分

うち現場内
（％）

改良分 *4
千 百 十 一

①
小数点第三位まで 小数点第三位まで

裏面

東京都東村山市○○町○○丁目○○番地

東京都葛飾区○○町○○丁目○○番地

5

5

浚渫土 搬出先1 公共　民間
(建設汚泥を除く) 搬出先2 公共　民間

合　計

生 第　四　種 搬出先1 公共　民間

土 建設発生土 搬出先2 公共　民間

浚渫土以外の泥土
搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

設 第　三　種 搬出先1 公共　民間

発 建設発生土 搬出先2 公共　民間

345

50

2 45

0 0

30

0

江戸川区△△工事

○○（株）　○○処分場

江戸川区△△工事

○○（株）　○○処分場

建
 

設
 

廃
 

棄
 

物

その他がれき類
搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

建 建設発生土 搬出先2 公共　民間

その他の分別

された廃棄物

搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

混合状態の廃棄物 搬出先1 公共　民間

(建設混合廃棄物) 搬出先2 公共　民間

第　一　種 搬出先1 公共　民間

建設発生土 搬出先2 公共　民間

第　二　種 搬出先1 公共　民間

0 0 0
江戸川区△△工事

○○（株）　○○ストックヤード
300

ｱｽﾍﾞｽﾄ

（飛散性）

搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

公共　民間

搬出先2 公共　民間

廃プラスチック

（廃塩化ビニル

管・継手を除く）

搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

廃石膏ボード
搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

金属くず
搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

廃塩化ビニ
ル管・継手

搬出先1

紙くず
搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

建設発生木材B 搬出先1 公共　民間
（立木、除根材などが廃

棄物となったもの） 搬出先2 公共　民間

建設汚泥
搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

10

200

0 0

2 10

0

10 3 15
足立区○○工事

△△（株）　△△処分場

特

定

建

設

資

材

廃

棄

物

コンクリート塊 搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

建設発生木材A 搬出先1 公共　民間
（柱、ボードなど木製資

材が廃棄物となったも 搬出先2 公共　民間

アスファルト・

コンクリート塊

搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

65

3.2

300

1 20

0 0

建 設 副 産 物
①発生量 現場内利用・減量 現　場　外　搬　出　に　つ　い　て 再生資源利用

促　進　率の　種　類 現　場　内　利　用 減　量　化
搬出先名称 　搬出先場所住所 搬出先

の種類
ｺｰﾄﾞ
*13

住所コード 運搬距離

小数点第三位まで 小数点第三位まで

④現場外搬出量
⑤再生資源
利用促進量

場外搬出時
の性状

（掘削等）
=②+③+④

用途
ｺｰﾄﾞ
*10

②利用量
減量法

ｺｰﾄﾞ
*11小数点第三位まで 小数点第三位まで

記入例

単位に注意

整数あるいは小数点第三位まで入力

搬出先が2箇所ある場合､
搬出先2にも記入する

3箇所以上にわたる場合は
新しい用紙に記入

市町村名と住所コードの一致
※別紙コード表参照

整数で記入

建設発生土のみ合計記入建設発生土のみ合計記入

整数あるいは小数点第一位まで入力
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様式１ 再生資源利用実施書　－建設資材搬入工事用－ －「建設リサイクルガイドライン」、「建設リサイクル法第18条再資源化報告」対応版－

請負会社コード＊2
大臣

発注機関コード＊1 知事

千 百 十 千 百 十

工事種別コード*3 億 億 億 億 万 万 万 万 1万円未満四捨五入
千 百 十 百 十

万円 （税込み） 億 万 万 万 万 1万円未満四捨五入 万 万 万 千 百 十 一

住所コード*4 万円 （税込み）

1.鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 2.鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 3.鉄骨造
（数字に○をつける） 4.ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 5.木造 6.その他

建築・解体工事のみ 1.居住専用 2.居住産業併用 3.事務所
右欄に記入して下さい （数字に○をつける） 4.店舗 5.工場、作業所 6.倉庫

7.学校 8.病院診療所 9.その他

2.建設資材利用実施
左記のうち、再生資材の利用状況 （再生資材を利用した場合に記入して下さい）

再生資材利用量（Ｂ）
小数点第三位まで 小数点第三位まで

ト　ン ト　ン ％

ト　ン 4 ト　ン ○○施設（株） 1 3 1 0 7 ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン 1 ト　ン △△（株） 1 3 1 0 1 ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン 3 ト　ン ○○リサイクルセンター（株） 1 3 1 2 1 ％

ト　ン 2 ト　ン 現場内利用 1 3 1 0 3 ％

ト　ン ト　ン ％

締めｍ3 2 締めｍ3 現場内利用 1 3 1 0 3 ％

締めｍ3 8 締めｍ3 現場内利用 1 3 1 0 3 ％

締めｍ3 締めｍ3 ％

ｍ3 ｍ3 ％

ｍ3 ｍ3 ％

ｍ3 ｍ3 ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン （有）○○産業廃棄物処理センター 1 3 1 0 8 ％

ト　ン ト　ン ％

ト　ン ト　ン ％

コード*5 コード*6 コード*7 コード*8 コード*9
コンクリートについて アスファルト・コンクリートについて コンクリートについて 再生資材の供給元について 施工条件について

1.生コン（バージン骨材） 2.再生生コン（Co再生骨材H） 1.表層 2.基層 1.再生生コン（Co再生骨材H） 2.再生生コン（Co再生骨材M） 1.現場内利用 1.再生材の利用の指示あり
3.再生生コン（Co再生骨材M） 4.再生生コン（Co再生骨材L） 3.上層路盤 4.歩道 3.再生生コン（Co再生骨材L） 4.再生生コン（その他再生材） 2.他の工事現場（内陸） 2.再生材の利用の指示なし
5.再生生コン（その他再生材） 6.無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（ﾊﾞｰｼﾞﾝ骨材） 5.その他（駐車場舗装、敷地内舗装等） 5.無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（ﾘﾕｰｽ品） 6.再生無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（Co再生骨材） 3.他の工事現場（海面）
7.無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（ﾘﾕｰｽ品） 8.再生無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（Co再生骨材） 土砂について 7.再生無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（その他再生材） 8.その他 4.再資源化施設
9.再生無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（その他再生材） 10.その他 1.道路路体 2.路床 3.河川築堤 コンクリート及び鉄から成る建設資材について 5.土砂ストックヤード

コンクリート及び鉄から成る建設資材について 4.構造物等の裏込材、埋戻し用 1.有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（ﾘﾕｰｽ品） 2.再生有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（Co再生骨材） 6.その他
1.有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（ﾊﾞｰｼﾞﾝ骨材） 2.有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（ﾘﾕｰｽ品） 5.宅地造成用 6.水面埋立用 3.再生有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（その他再生材） 4.その他
3.再生有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品（Co再生骨材） 4.再生有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品(その他再生材) 5.その他 7.ほ場整備（農地整備） 木材について

木材について 8.その他 1.再生木材（ボード類を除く） 2.再生木質ボード
1.木材（ボード類を除く） 2.木質ボード 砕石について アスファルト・コンクリートについて

アスファルト・コンクリートについて 1.舗装の下層路盤材 1.再生粗粒度アスコン 2.再生密粒度アスコン 3.再生細粒度アスコン
1.粗粒度アスコン 2.密粒度アスコン 3.細粒度アスコン 2.舗装の上層路盤材 4.再生開粒度アスコン 5.再生改質アスコン 6.再生アスファルトモルタル
4.開粒度アスコン 5.改質アスコン 6.アスファルトモルタル 3.構造物の裏込材、基礎材 7.再生加熱アスファルト安定処理路盤材 8.その他
7.加熱アスファルト安定処理路盤材 8.その他 4.その他 土砂について

土砂について 塩化ビニル管・継手について 1.第一種建設発生土 2.第二種建設発生土 3.第三種建設発生土
1.第一種建設発生土 2.第二種建設発生土 3.第三種建設発生土 4.第四種建設発生土 1.水道（配水）用 2.下水道用 3.ｹｰﾌﾞﾙ用 4.第四種建設発生土 5.浚渫土以外の泥土 6.浚渫土
5.浚渫土以外の泥土 6.浚渫土 7.土質改良土 8.建設汚泥処理土 4.農業用 5.設備用 6.その他 7.土質改良土 8.建設汚泥処理土 9.再生コンクリート砂
9.再生コンクリート砂 10.山砂、山土などの新材（採取土、購入土） 石膏ボードについて 砕石について

砕石について 1.壁 2.天井 3.その他 1.再生クラッシャーラン 2.再生粒度調整砕石 3.鉱さい 4.その他
1.クラッシャーラン 2.粒度調整砕石 3.鉱さい 4.単粒度砕石 その他の建設資材について 塩化ビニル管・継手について
5.ぐり石、割ぐり石、自然石 6.その他 （利用用途を具体的に記入して下さい） 1.再生硬質塩化ビニル管 2.その他

塩化ビニル管・継手について その他の建設資材について
1.硬質塩化ビニル管 2.その他 （利用量の多い上位２品目の再生資材名称を具体的に記入して下さい）

石膏ボードについて
1.石膏ボード 2.シージング石膏ボード 3.強化石膏ボード
4.化粧石膏ボード 5.石膏ラスボード 6.その他

その他の建設資材について
（利用量の多い上位２品目を具体的に記入して下さい）

法人番号

発 注 機 関 名

R. 年
東京都 一般　12345 8 1 0

表面
建設業許可　または

解体工事業登録
号

工事責任者
TEL 会 社 所 在 地

TEL

Email

○○-○○○○-○○○○

xxxx@xxx.xx.jp 調査票記入者

1.工事概要 発注担当者チェック欄 請 負 会 社 名

記入年月日

　　東京都　都市整備局
1 3 0 0 9 3

○○○○

○○-○○○○-○○○○

担当者

工　事　名 請負金額
左記金額のうち特定建設資材廃棄物の再資源化等に要した費用

－

階　数月
地上 階

工事施工場所
都 道 市 区

工　期
令和 年 日から 建 築 面 積 ㎡

地下 階
府 県 町

工 事 概 要 等 　　舗装工事600Ｍ､延長200Ｍ

施工条件の内容
令和 年 月 日

構　造
（再生資源の利用

に関する特記事項

等）

使　途

50

特

定

建

設

資

材

コンクリート

合　　　計
コンクリート及

び鉄から成る

建設資材

合　　　計

木　材

合　　　計

アスファルト

・ｺﾝｸﾘｰﾄ

合　　　計

1

5

15

68

83 68

3

2

1

3

30

20

コード＊5 コード*6 コード*7

0

0

68

分　類 小 分 類 規　格 主な利用用途 利　用　量（A) 再生資材の名称 再生資材の供給元施設、工事等の名称
供給元 施工条件
種類 内容

コード*9コード*8

そ

の

他

の

建

設

資

材

土　砂

合　　　計

砕　石

合　　　計

塩化ビニル管

・継手

合　　　計

石膏ボード

合　　　計

その他の

建設資材

合　　　計

2

8

2

4

ガラスくず

東京 港 ○○町○○丁目○○番地
1 18

5 0 0

3 02 5 1 0

2 11
　　舗装工事は､再生密粒度アスコンを使用すること

2 11

　　第○○号○○丁目道路工事
B 2 2

村 令和 年 月 日まで3 1 0 3

※解体工事については、建築面積をご記入いただかなくても結構です。

45

2 東京都江東区○○町○○丁目○○番地5

3 2

1

利用率住所コード
B/A×100

㎡

建　設　資　材　（新材を含む全体の利用状況） 再生資源

再生資材の供給元場所住所

10

55

1

東京都足立区○○町○○丁目○○番地

東京都港区○○町○○丁目○○番地

15

10

25

50

50

50

100

81.9

1 1

1

4 0

0

1 東京都港区○○町○○丁目○○番地

100

100

100

5

5

4

5

100

100

45

10

55

1 1 東京都港区○○町○○丁目○○番地

1

東京都千代田区○○町○○丁目○○番地

0 0

東京都港区○○町○○丁目○○番地○○号

○○ ○

2

○○○○

17

月 日
　　（株）○○建設

○

○○○○

6 1 東京都墨田区○○町○○丁目○○番地

*4

再資源化等が完了した年月日 延 床 面 積

記入例

名称とコードの一致
※別紙コード表参照

発注者の管轄と工事施工場所との整合

工事種別コードの確認

単位に注意

市区町村名と､住所コードの一致
※別紙コード表参照具体的名称を記入

整数あるいは小数点第三位まで入力

実施書では入力必要 建築・解体工事のみ記入

個人の場合は入力不要
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様式２ 再生資源利用促進実施書　－建設副産物搬出工事用－

建築工事において、解体と新築工事を一体的に施工する場合は、解体分と

1.工事概要 表面（様式１）に必ずご記入下さい 新築分の数量を区分し、それぞれ別に様式を作成して下さい。

2.建設副産物搬出実施

2ヶ所まで記入できます。3ヶ所以上に ②+③+⑤
わたる時は、用紙を換えて下さい。

1 3 1 0 8 8 km トン トン

トン トン トン km トン トン トン ％

1 3 2 1 3 3 6 km トン

トン トン トン km トン トン ％

1 3 1 2 2 2 2 km トン トン

トン トン トン km トン トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

1 3 2 1 3 3 6 km トン

トン トン トン km トン トン ％

1 3 1 2 1 3 0 km トン トン

トン トン トン トン 1 3 2 1 0 3 3 km トン トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

km トン

トン km トン トン ％

1 3 1 2 3 2 2 km 地山ｍ3 地山ｍ3

地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 1 3 1 1 1 1 4 km 地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 ％

1 3 1 2 3 2 2 km 地山ｍ
3

地山ｍ
3

地山ｍ
3

地山ｍ
3

地山ｍ
3 1 3 2 0 1 4 9 km 地山ｍ

3
地山ｍ

3
地山ｍ

3 ％

1 3 1 2 3 2 2 km 地山ｍ3 地山ｍ3

地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 1 3 2 0 1 4 9 km 地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 ％

km 地山ｍ3 地山ｍ3

地山ｍ
3

地山ｍ
3

地山ｍ
3 km 地山ｍ

3
地山ｍ

3
地山ｍ

3 ％

km 地山ｍ3 地山ｍ3

地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 km 地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 ％

km 地山ｍ3 地山ｍ3

地山ｍ
3

地山ｍ
3

地山ｍ
3 km 地山ｍ

3
地山ｍ

3
地山ｍ

3 ％

地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 地山ｍ3 ％

コード*10 コード*11 コード*12 コード*13
1.路盤材 2.裏込材 1.焼却 2.脱水 施工条件について 【建設廃棄物の場合】 【建設発生土の場合】
3.埋戻し材 3.天日乾燥 1.Ａ指定処分 1.売却 8.廃棄物最終処分場（海面処分場） 1.売却 8.ストックヤード（工事予定地含む）
4.その他 4.その他 （発注時に指定されたもの） 2.他の工事現場 9.廃棄物最終処分場（内陸処分場） 2.他の工事現場（内陸） 再利用の目的がない（国登録ストックヤード）

2.Ｂ指定処分（もしくは準指定処分） 3.広域認定制度による処理 3.他の工事現場（海面） 9.ストックヤード（工事予定地含む）
注記） （発注時には指定されていないが、 4.中間処理施設（アスファルト合材プラント） ただし、廃棄物最終処分場を除く 再利用の目的がない（国登録ストックヤード以外）

・ 一般廃棄物は記入しないで下さい。 発注後に設計変更し指定処分とされたもの） 5.中間処理施設（合材プラント以外の再資源化施設） 4.土質改良プラント（国登録ストックヤード） 10.採石場・砂利採取跡地等復旧事業
・ 土壌汚染対策法に基づき処理する土壌は記入しないで下さい。 3.自由処分 6.中間処理施設（サーマルリサイクル） 5.土質改良プラント（国登録ストックヤード以外）11.廃棄物最終処分場（覆土としての受入）

7.中間処理施設（単純焼却） 6.ストックヤード（工事予定地含む） 12.廃棄物最終処分場（覆土以外の受入）
再利用の目的がある（国登録ストックヤード）13.土捨場・残土処分場

7.ストックヤード（工事予定地含む）
再利用の目的がある（国登録ストックヤード以外）

※ 8,9,12,13へ搬出した場合は、有効利用とみなされません。

建 設 副 産 物
①発生量 現場内利用・減量 現　場　外　搬　出　に　つ　い　て 再生資源利用

促　進　率の　種　類 現　場　内　利　用 減　量　化
搬出先名称 　搬出先場所住所 搬出先

の種類
ｺｰﾄﾞ
*13

住所コード 運搬距離

小数点第三位まで 小数点第三位まで

④現場外搬出量
⑤再生資源
利用促進量

場外搬出時
の性状

（掘削等）
=②+③+④

用途
ｺｰﾄﾞ
*10

②利用量
減量法

ｺー ﾄﾞ
*11

改良分 *4
千 百 十 一

①
小数点第三位まで 小数点第三位まで 小数点第三位まで 小数点第三位まで

③減量化量うち現場内

特

定

建

設

資

材

廃

棄

物

コンクリート塊 搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

建設発生木材A 搬出先1 公共　民間
（柱、ボードなど木製資

材が廃棄物となったも 搬出先2 公共　民間

アスファルト・

コンクリート塊

搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

65

3.2

300

1

0

0

20

廃プラスチック

（廃塩化ビニル

管・継手を除く）

搬出先1 公共　民間

搬出先2

搬出先2

公共　民間

廃石膏ボード
搬出先1 公共　民間

搬出先2

紙くず
搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

ｱｽﾍﾞｽﾄ

（飛散性）

搬出先1 公共　民間

公共　民間

公共　民間

10

200

0

2 3 15
△△（株）　△△処分場

廃塩化ビニ
ル管・継手

搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

0
江戸川区△△工事

○○（株）　○○ストックヤード

建
 

設
 

廃
 

棄
 

物

その他がれき類
搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

建設発生木材B 搬出先1 公共　民間
（立木、除根材などが廃

棄物となったもの） 搬出先2 公共　民間

建設汚泥
搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

金属くず
搬出先1 公共　民間

搬出先2

その他の分別

された廃棄物

搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

混合状態の廃棄物 搬出先1 公共　民間

(建設混合廃棄物) 搬出先2 公共　民間

公共　民間

土 建設発生土 搬出先2 公共　民間

浚渫土以外の泥土
搬出先1 公共　民間

搬出先2 公共　民間

公共　民間

設 第　三　種 搬出先1 公共　民間

発 建設発生土 搬出先2 公共　民間○○（株）　○○処分場
0

2

0

第　二　種 搬出先1 江戸川区△△工事 公共　民間

45

○○（株）　○○処分場

江戸川区△△工事

建 建設発生土 搬出先2

生 第　四　種 搬出先1

合　計

浚渫土 搬出先1 公共　民間
(建設汚泥を除く) 搬出先2 公共　民間

第　一　種 搬出先1 公共　民間

建設発生土 搬出先2 公共　民間
300

345

50

695 30

公共　民間

（株）○○リサイクル

△△（株）　チップ化施設

区分
どちらかに○を

付けて下さい

施工条件の

内容

ｺｰﾄﾞ＊12

うち現場内
改良分 （％）

0

0

0

0

10

0

30

0

0

0

0

10

0

45

○○道路（株）　○○工場

○○（株）　チップ化施設

足立区○○工事

1 東京都江戸川区○○町○○丁目○○番地

2 東京都八王子市○○町○○丁目○○番地

5

5

4

5

2

5

2

5

2

10

2

10

1 東京都小金井市○○町○○丁目○○番地

1 東京都江戸川区○○町○○丁目○○番地

1 東京都大田区○○町○○丁目○○番地

1 東京都江戸川区○○町○○丁目○○番地

2 東京都八王子市○○町○○丁目○○番地

1 東京都江東区○○町○○丁目○○番地

1 東京都東村山市○○町○○丁目○○番地

1 東京都葛飾区○○町○○丁目○○番地

200

1 東京都東村山市○○町○○丁目○○番地

1 東京都足立区○○町○○丁目○○番地

650

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

45

3.2

300

10

150

25

170

130

100

20

30

420

100

100

100

100

100

100

42

40

66.9

45

3.2

300

10

175

300

100

20

裏面

記入例

単位に注意

整数あるいは小数点第三位まで入力
整数あるいは小数点第一位まで入力

搬出先が2箇所ある場合､
搬出先2にも記入する

3箇所以上にわたる場合は
新しい用紙に記入

市町村名と住所コードの一致
※別紙コード表参照

整数で記入

建設発生土のみ合計記入建設発生土のみ合計記入


